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 分析に使用したデータは，2009 年 8 月から 2010 年 3 月までの，大分市における公立学















分析に使用したデータは，10 月下旬と 11 月下旬に流行のピークを持つ 2 峰性を示して
いた。また，臨時休業による欠席者数も同様に 2 峰性を示したが，最初のピーク時が約







高かったのは d＝3 の場合だった（r=0.964, p<0.001）。その場合のパラメータを使用して臨
時休業なしの患者数のシミュレーションを行った結果，臨時休業による患者の減少率はピ
ーク時では 24％，最終罹患者数では 8％であった。新規患者数のピークは 11 月上旬であ
り，観測値と同じ時期であった。これにより，休校措置による流行ピークの抑制効果が確
認され，ワクチン開発の期間の捻出や医療機関の収容力を超えた利用の集中の回避効果が
期待できることが確認できた。また，臨時休業の期間について 4 日以上必要との示唆を得
た。 
 以上の結果から，本論文は，学校保健における感染予防対策である臨時休業がピーク時
の患者数抑制にもたらす効果検証は今後の対策に有益な示唆を与えるとともに，詳細なデ
ータに基づいたモデルの作成は今後の保健学の発展へ大きく貢献する研究として高く評
価される。よって審査委員会委員全員は，本論文が著者に博士（保健学）の学位を授与す
るに十分な価値あるものと認めた。 
 
 
